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三
年
後
の
景
気
回
復
の
可
能
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

麻
生
首
相
は
十
月
三
十
日
の
記
者
会
見
で
、
事
業
規
模
約
二
十
七
兆
円
の
新
総
合
経
済
対
策
を
発
表
し
、
同
時
に
行
政
改
革

や
景
気
回
復
を
前
提
に
、
三
年
後
に
消
費
税
率
を
引
き
上
げ
る
考
え
を
明
言
さ
れ
た
。
麻
生
首
相
は
「
日
本
経
済
は
全
治
三

年
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
質
問
す
る
。

一

首
相
の
言
う
「
景
気
回
復
」
と
は
、
ど
う
い
う
状
態
な
の
か
、
ど
う
い
う
経
済
指
標
が
ど
う
な
れ
ば
そ
う
言
え
る
の
か
を

数
字
で
定
義
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

二

今
回
の
新
総
合
経
済
対
策
に
関
し
て
、
十
月
三
十
一
日
の
朝
日
新
聞
に
野
村
證
券
金
融
経
済
研
究
所
に
よ
る
試
算
が
載
っ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
五
兆
円
の
財
政
支
出
に
よ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
押
し
上
げ
効
果
は
計
〇
・
五
％
程
度
。
一
方
金
融
危
機
が

深
刻
化
し
た
九
月
以
降
の
円
高
と
株
安
、
世
界
経
済
の
悪
化
は
計
一
・
四
％
も
の
押
し
下
げ
要
因
に
な
る
。
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
経
済
対
策
で
は
景
気
を
良
く
す
る
ど
こ
ろ
か
、
景
気
悪
化
さ
え
も
抑
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
も

し
、
野
村
證
券
金
融
経
済
研
究
所
の
試
算
が
政
府
の
試
算
と
は
異
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
政
府
の
試
算
を
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

三

平
成
二
十
年
八
月
内
閣
府
発
表
の
資
料
（
第
三
十
五
回
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｉ－

経
済
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
経
済
政
策
と
マ
ク
ロ
計
量

一



モ
デ
ル
の
活
用
」
）
に
よ
れ
ば
二
〇
〇
八
年
度
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
ー
は
マ
イ
ナ
ス
一
・
〇
％
と
な
っ
て
お
り
、
デ
フ
レ

は
脱
却
で
き
て
い
な
い
。
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
ま
と
め
た
七
〜
九
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
年
率
換
算
で
実
質
が
マ
イ
ナ
ス
三
・

〇
％
、
名
目
が
マ
イ
ナ
ス
三
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
円
高
・
株
安
・
海
外
の
景
気
後
退
な
ど
、
日
本
の
景
気
に
と
っ
て
マ

イ
ナ
ス
の
要
因
は
多
い
。
こ
れ
か
ら
景
気
は
更
に
悪
化
す
る
の
を
政
府
が
放
置
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
三
年
後
の
景
気
回
復
は

望
め
な
い
の
で
は
な
い
か
。

四

政
府
は
、
赤
字
国
債
を
使
っ
て
景
気
対
策
を
行
わ
な
い
と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
今
年
で
埋
蔵
金
は
使
い
果

た
し
、
今
後
は
景
気
対
策
を
で
き
な
い
、
つ
ま
り
景
気
が
悪
化
し
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ
て
も
放
置
す
る
と
い
う
こ
と

か
。
ま
た
、
今
年
度
の
国
税
収
入
は
予
算
計
上
額
を
五
兆
円
も
下
回
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
憂
慮
す
べ
き
状
況

に
あ
り
、
金
額
は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
事
態
が
確
実
視
さ
れ
る
今
回
の
景
気
対
策
は
、
実
質
的
に
赤
字
国
債
を

財
源
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

五

内
閣
府
（
新
た
な
経
済
対
策
に
関
す
る
政
府
・
与
党
会
議
、
経
済
対
策
閣
僚
会
議
合
同
会
議
）
が
平
成
二
十
年
十
月
三
十

日
に
発
表
し
た
「
生
活
対
策
」
の
三
頁
〜
四
頁
に
は
「
安
易
に
将
来
世
代
に
負
担
を
つ
け
ま
わ
す
よ
う
な
こ
と
は
行
わ
な

い
」
と
あ
る
。
将
来
世
代
へ
の
負
担
と
は
、
国
の
債
務
そ
の
も
の
の
こ
と
か
、
そ
れ
と
も
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
こ
と
か
。

二



六

も
し
、
将
来
世
代
へ
の
負
担
の
意
味
が
債
務
そ
の
も
の
で
あ
る
な
ら
、
百
分
の
一
の
デ
ノ
ミ
を
行
え
ば
簡
単
に
負
担
は
百

分
の
一
に
減
ら
せ
る
が
、
そ
れ
で
十
分
な
の
か
。

七

も
し
、
将
来
世
代
へ
の
負
担
の
意
味
が
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
と
い
う
意
味
な
ら
、
内
閣
府
の
短
期
モ
デ
ル
の
乗
数
表
が
参
考

に
な
る
。
別
添
の
表
は
短
期
金
利
を
固
定
し
た
ま
ま
、
公
共
投
資
を
毎
年
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
一
％
（
五
・
二
兆
円
程
度
か
？
）
増
や

し
続
け
た
ら
ど
う
な
る
の
か
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
全
て
の
経
済
指
標
は
大
き

く
改
善
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
国
の
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
初
年
度
マ
イ
ナ
ス
一
・
五
三
％
、
二
年
目
マ
イ
ナ
ス

一
・
九
九
％
、
三
年
目
マ
イ
ナ
ス
二
・
三
五
％
と
減
り
続
け
て
い
る
。
三
年
目
か
ら
増
加
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
赤

字
国
債
を
発
行
し
て
景
気
対
策
を
す
れ
ば
、
将
来
世
代
へ
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

八

平
成
二
十
年
十
一
月
四
日
の
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
一
五
九
号
）
の
六
に
つ
い
て
「
御
指
摘
の
見
解
は
、
我
が
国

経
済
が
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
よ
り
、
極
め
て
厳
し
い
不
況
を
経
験
し
、
あ
る
時
期
に
は
危
機
的
な
様
相
さ
え
呈
し
て
い

た
平
成
十
年
当
時
に
お
い
て
」
と
あ
る
。
そ
の
一
方
で
麻
生
首
相
は
十
月
三
十
日
の
記
者
会
見
で
百
年
に
一
度
の
暴
風
雨
が

吹
き
荒
れ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
平
成
十
年
当
時
と
今
と
で
ど
ち
ら
の
経
済
情
勢
が
厳
し
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三



表

名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

民

間

消

費

可
処
分
所
得

税

収

失

業

率

一
年
目

＋
一
・
二
七
％

＋
一
・
〇
九
％

＋
〇
・
二
七
％

＋
〇
・
五
五
％

＋
一
・
八
九
％

�
〇
・
一
〇
％

二
年
目

＋
一
・
八
九
％

＋
一
・
二
一
％

＋
〇
・
九
四
％

＋
一
・
〇
七
％

＋
三
・
四
四
％

�
〇
・
一
〇
％

三
年
目

＋
二
・
四
二
％

＋
一
・
一
四
％

＋
一
・
四
三
％

＋
一
・
五
六
％

＋
四
・
二
九
％

�
〇
・
〇
二
％

四


